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『唯
識
比
量
鈔
』
に
関
す
る

二
考
察

蜷

川

祥

美

『
唯
識
比
量
鈔
』
二
巻
は
、
平
安
末
期
の
法
相
宗
の
学
匠
、
蔵
俊

(
一

二
〇
四
～

一

八
○
)
の
著
述
で
あ
る
。
本
鈔
は
そ
の
名
の
示
す
通
り
、

唯
識
比
量
に
関
す
る
二
十
の
問
答
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ

る
鈔
本

で
あ

る
。日
本

の
法
相
宗
に
お
け
る
因
明
研
究

は
、
古
来
、
慈
恩
大
師
基

(六

三
二
～
六
八
二
)
の

『因
明
入
正
理
論
疏
』
に
基
づ
い
て
行

わ
れ

て
き

た
。
善
珠

(七
二
一三
～
七
九
七
)
の

『
因
明
論
明
灯
抄
』
十
二
巻
を
は
じ

め
と
し
、
蔵
俊
に
も

『因
明
大
疏
抄
』
四
十

二
巻
が
現
存
す
る
。
こ
の

二
書
は
共
に

『因
明
入
正
理
論
疏
』
の
註
釈
書
で
あ

る
が
、
『因
明
論

明
灯
抄
』
が
、

一
つ

二
つ
の
疏
文
に
つ
い
て
随
文
解
釈
を
施
す
と
い
っ

た
体
裁
を
取
る
の
に
対
し
、
『因
明
大
疏
抄
』
は
論
題
を
設
け

て
そ
れ

を
配
列
し
、
『因
明
論
明
灯
抄
』
の
註
釈
を
基
準
に
他

の
註
釈
書
を
列

記
し
て
い
く
と
い
う
体
裁
を
取
る
鈔
本
で
あ
る
。
日
本
の
法
相
宗
の
因

明
研
究
は
、

こ
の
よ
う
に

『
因
明
入
正
理
論
疏
』
を
如
何
に
解
釈
す
る

か
に
中
心
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
難
問
で
あ
る
四
種
相
違

と
い
っ
た
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
の
み
取
り
上
げ
た
短
釈
も
多
く
の
学

僧
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
い
る
。
蔵
俊
に
も
、
『
有
法
差
別
相
違
略
抄
』
一

巻
や
、
『
四
相
違
要
文
』
十
冊
と
い
っ
た
四
種
相
違
に
関
す

る
鈔
本
が

見
ら
れ
、
因
明
研
究
の
細
分
化
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

さ
て
今
回
扱
う

『
唯
識
比
量
鈔
』
は
、
奥
書
に
よ
る
と
、
保
元
元
年

(
一

五
六
)、
五
十
三
歳
の
時
に
著
さ
れ
た
も

の
で
、
二
十
の
義
門
分

別
か
ら
な
る

「唯
識
比
量
」
に
関
す
る
詳
細
な
問
答
を
記
す
論
述
書
で

あ
る
。
こ
う
し
た

「唯
識
比
量
」

の
み
を
単

独

で
扱

っ
た

鈔
本

は
、

「四
種
相
違
」
に
関
す
る
鈔
本
が
多
く
存
す
る
の

に
対

し
、
ほ
と
ん
ど

存
在
し
て
い
な
い
。
中
国
に
は
も
ち
ろ
ん
存
し
て
い
な
い
し
、
日
本
に

至

っ
て
も
こ
の
書
が
現
存
す
る
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
あ
え
て
蔵
俊
以

前
の

「
唯
識
比
量
」
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
を
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
、

善
珠
の

『
唯
識
分
量
決
』
の

「玄
 
三
蔵
唯
識
比
量
諍
過
決
第
二
」
の

六
門
分
別

の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
の
法
相
唯
識
の
因
明
研
究

の

二
端
を
明
か
す
べ
く
、

こ
の
未
活
字

の
資
料

『
唯
識
比
量
鈔
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
(
1
)

ま
ず
、
こ
の
鈔
本
は
、
奥
書
に
、

634



且
く
先
師
の
遺
訓
を
遺
し
、
且
く
末
学
の
愚
情
に
任
す
。
(
2
)

と
あ
り
、
「先
師
の
遺
訓
」
と

「末
学
の
愚
情
」
に
よ

っ
て
構

成

さ
れ

て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
、
同
じ
蔵

俊

の

『因
明
大
疏
抄
』

が
、
善
珠
の

『因
明
論
明
灯
抄
』
を
中
心
に
様

々
な
引
文
に
よ

っ
て
構

成
さ
れ
、
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
と
は
異

な
り
、

か
な
り
、
自
身
独
自
の
説
を
述
べ
て
い
る
鈔
本
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も

の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
三
蔵
比
量
の
宗

の
有
法

(主
辞
)
に

「真
故
」
の
語
を

入
れ
る
か
入
れ
な
い
か
と
い
う
論
義
を
述
べ
る

「真
故
言
入
不
入
有
法

四
」
で
蔵
俊
は
、

今
、
保
元
の
末
代
に
至
り
て
、
誰
か
大
義
の
是
れ
非
な
る
を
判
ぜ
ん
。
然
り

と
錐
も
、
且
く
、
入
有
法
の
義
に
依
る
べ
き
か
。
(中
略
)
真
故
の
言
を
以

て
、
有
法
の
処
に
属
す
が
故
に
、
有
法
に
入
る
と
云
う
。
有
法
の
躰
と
は
為

さ
ざ
る
な
り
。

と
述
べ
て
、
有
法
に
入
る
義
を
取

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
有

法
に
入
る
と
い
う
の
は
、
有
法
の
処

に
入
る
こ
と
で
あ
り
、
有
法
の
体

そ
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
変
、

微
妙
な
解
釈

で
あ

る
。
し
か
し
、
『
分
量
決
』

の

「真
故
決
第

二
」

の

前
半
で
、
善
珠
は
、

問
う
。
「真
故
」
の
二
字
は
、
有
法
に
入
る
と
す
。
以
て
不
な
る
と
な
す
や
。

答
う
。
不
入
な
り
。
(
3
)

と

述

べ

て
、

不

入

の
義

を

取

っ
て

い

た

こ
と

が

知

ら

れ

て

い

る

。

ま

『
唯
識
比
量
鈔
』

に
関
す

る

一
考
察

(蜷

川
)

た
、

「
有

法

の
処

」

と

い
う
表

現

に

つ

い
て

は
、

今
、
謂

わ
く
。
極
成

の
色
は
、
有
法

の
処

に
、
「
真
故
」
等

と

云

う
。
此
に

依
り

て
明
ら
か

に
知
ん
ぬ
。

勝
義

に
依

り
て
立

て
、
世
俗

に
依

ら
ず
し
て
、

簡
別
を
顕
す
が
故
に
、
有
法

を
真

と
云
う
と
名
つ
く
。
以

て
有

法
と
為
す
に

あ

ら
ず

。
(
4
)

と

し

て
、

「
有

法

の
処

」

を
有

法

と

同

じ
も

の
と

し

な

い

こ

と

か

ら

、

不

入

の
義

を

証

明

し

よ

う

と

し

て

い
る

。

蔵

俊

の

『
唯

識

比
量

鈔

』

は
、

善

珠

に

か

な

り

の
影

響

を

受

け

て

い

る

と

は

い

っ
て
も
、

そ

の
請

売

で

は

な

く
、

独

自

の
説

を

展

開

し

て

い

る

鈔

本

で
あ

る

こ
と
が

分

か

る

。

ま

た

、

宗

の
極

成

の
色

の
体

と

は
唯

識

教

学

で

の
何

に
あ

た

る

か

問

う

「
極

成

色

躰

六
」

で

は
、

答

う

。
此
に
四
説
有
り
。

二
に
云
わ
く
。
本
質

と
影
像

の
色

を
合

し
て
躰

と

為

す
。
二
に
云
わ
く
。
唯

だ
、
影
像

の
色

の
み
な
り
。
三
に
云
わ
く
。
本
質

の
色
な
り
。
四
に
云

わ
く
。
眼

の
所
行

の
共
許

の
色
な
り
。

問
う
。
何

を
以

て
正
と
為

す
や
。
答
う
。
前

の
三

は
正

し
か
ら
ず
、
第

四
を
正

と
為

す
。

と
述

べ

て
、

蔵

俊

は
眼

の
所

行

の
共

許

の

色

で
あ

る

と

い

う
説

を

取

っ

て

い

る

。

し

か

し
、

善

珠

の

『
分

量

決

』

の

「
極
成

色
決

第

二
」

の
前

半

で

は
、

極
成

の
色

と
は
、
正
し
く
是
れ
本
質
色
な
り
。
(
5
)

と

述

べ

ら
れ

て

お
り

、

こ

こ

で
も

、

蔵

俊

と

善

珠

の
説

が

異

な

っ
て

い

る

こ

と
が

知

れ

る
。

一
四

一
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『唯
識
比
量
鈔
』
に
関
す
る

二
考
察

(蜷

川
)

で
は
、
奥
書
で
述
べ
ら
れ
た

「
先
師
の
遺
訓
」
と
は
、
善
珠
の
遺
訓

で
は
な

い
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
『
因
明
大
疏
抄
』
と
同
様
、
『唯
識

比
量
鈔
』
も
善

珠

の

『
因
明
論
明
灯
抄
』
を
重
要
視
し
て
い
る
。

二
例

を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
「
極
成
之
言
簡
法
五
」
で
は
、
結

論

と

し

 
 
 

て

『
明
灯
抄
』
を
引
用
す
る
の
み
で
こ
の
問
答
を
終
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蔵
俊
は
、
多
く
の
論
義
で
、
善
珠
の

『因
明
論
明
灯

抄
』
を
規
範
と
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
先
師
達

の

二
人
は
善
珠
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
が
、
『
唯
識
比
量
鈔
』

の
大
ま
か
な
特
徴
で
あ

る
が
、

こ
の
鈔

本
は
、

「唯
識
比
量
」
と
い
う
、
諍
論
の
場
に
お

い
て
唯
識
教
学
を
い

か
に
矛
盾
な
く
宣
揚
す
る
か
と
い
っ
た
面
に
重
き
を
置
く
問
題
を
扱

っ

た
も
の
で
あ
る
。
蔵
俊
も
、
「三
蔵
比
量
証
文
二
」
で
、

三
蔵
の
量
に
は
二
字
と
し
て
、
証
文
無
き
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。
亦
た
、

二

言
と
し
て
深
義
の
無
き
こ
と
無
し
。

二
に
詞
り
て
云
う
。
邪
を
斬
る
の
智
の

刃
は
、
正
を
樹
る
の
指
南
者
か
な
。

と
述
べ
て
、
因
明
の
論
理
と
し
て
は
問
題
点
を
多

々
指
摘
さ
れ
る
唯
識

比
量
を
、
破
邪
顕
正
の
智
慧
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

面
を
有
す
る
の
が
、
日
本
の
法
相
宗
の
因
明
研
究
の
特
徴
の

二
つ
で
あ

る
と
も
言
え
る
し
、
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
詳
細
な
研
究
を
、
師
説

に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
問
答
に
よ

っ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
蔵
俊
、
引
い
て
は
目
本
の
因
明
研
究

の

二
つ
の
特
異
性
だ
と
思

わ
れ
る
。

一
四
二

な

お

本

鈔

の
内

容

に

つ
い

て

の
論

述

は
、

別

の
機

会

に
譲

る

こ
と

と

す

る

。
1

拙
稿

「
『唯

識
比
量

鈔
』

の

研

究
」
(
『
仏
教
学
研
究
』

五
十

二
号

・
平

成

七
年

三
月
十
七
日
発
行
)

に
お

い
て
、
第

二
門
よ
り
第
九
門
ま
で

の
翻

刻
、
書
き

下
し
、

大
意
を
論
述
し
た
。
後

半
に

つ
い
て
は
、
現
在

執
筆

中

で
あ

る
。

2

龍
谷
大
学
蔵
元

文
五
年

(
二
七
四
〇
)

写
本

『唯

識
比
量
鈔
』

下

の
奥

書
3

大
正

七

一
・
四
五

二
・
下

4

大
正
七

二
・
四
五

二
・
下

5

大
正
七

一
・
四
五
二

・
上

6

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
第

四
本

(大
正

六
八

・
三

三
四

・
上
)

(
国
訳
・

論
疏
二
二

・
四
二

六
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『
唯
識
比
量
鈔
』
、
唯
識
比
量
、
蔵
俊
(龍
谷
大
学
兼
任
講
師
)
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